
 

  

    

最後の月は、川上校長先生にこれまでの
研究を振り返り、感想をお話して頂きまし
た。 
①３年間の遠隔合同授業の実践研究を通しての

感想を教えてください。 

私は、研究 2年目の 4月にサンホセ日本人学校へ赴

任予定でした。ところが新型コロナウィルス蔓延のため赴

任が大幅に遅れ、赴任できたのは昨年の 1月でした。そ

れまでの約 1年間、日本の自宅から Zoom でサンホセ

校と繋ぎ、研究にも関わってきましたが、初めての事ばか

りで最初は戸惑いも沢山ありました。そんな時、サンホセ

日本人学校の同僚の先生たちにたくさん助けて頂きなが

ら、一歩一歩研究を進めてきました。 

AG5の研究の中で感じた１番の喜びは、アグアスカリ

エンテス日本人学校（以下：アグアス校）の子どもたち

と繋がることができ、本校の先生や子どもたちの学びの場

（興味･関心･意欲等）が広がったことです。本校は、

１学年１学級（１〜３名）のため、授業中、子どもた

ちは先生とのやりとりが中心になります。しかし遠隔合同

授業ではアグアス校の子どもたちと一緒に学習すること

で、多様な意見に触れることができるようになり、相手の

話を聞くことや伝えることを楽しむ子どもたちが増えまし

た。 

また、これまでの対面授業ではなかなかできなかったこと

が、遠隔授業では可能になりました。それは出前授業で

す。様々な職業の方に日本から遠隔授業をして頂くこと

で、子どもたちの世界を広げることができました。通常とは

違うコミュニケーションによって、知識・技能を活用し、思

考・判断・表現を繰り返すことで学びがより深まりました。 

②一番印象的だったことはなんですか？ 

一番印象的だったことは、先生たちの創意工夫による

頑張りです。研究を進める上で、先生の授業準備や打

ち合わせの時間の確保など、対面授業よりも準備面で

大変なことはたくさんありました。しかし、研究主任を中心

に、全員が協力し研究を推し進めることで、困難を乗り

越えることができました。前述しましたが、私は好調であ 
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   りながら先生たちに引っ張ってもらい、たくさん助けてもらいま
した。どちらかというと足を引っ張る私が、チームで頑張る先

生たちと共に研究に関われたことがとても嬉しく、今は感謝の

気持ちでいっぱいです。 

③今後継続的に、遠隔合同授業に取り組めるようにおこ

なった工夫はありますか？ 

 研究主任がアグアス校と相談し、３年目に取り入れた二

つの方法です。一つはアグアス校と合同研修会を行う際に

低学年・中学年・高学年・中学部とそれぞれの部会に分

け、遠隔合同授業について話し合ったことです。これまでは、

一同で行なっていたためなかなか個別で先生方と話す機会

が取れない状況でした。部会ごとで研修を行い、遠隔合同

授業について話を進める中で、アグアス校の先生方との心の

距離が縮まり、研修の中でざっくばらんに話すことができるよ

うになりました。備面で大変なことはたくさんありました。 

しかし、研究主任を中心に、全員が協力し研究を推し進

めることで、困難を乗り越えることができました。前述しました

が、私は校長でありながら先生たちに引っ張ってもらい、たく

さん助けてもらいました。どちらかというと足を引っ張る私が、

チームで頑張る先生たちと共に研究に関われたことがとても

嬉しく、今は感謝の気持ちでいっぱいです。 
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